
１．件名：東京電力ホールディングス株式会社柏崎刈羽原子力発電所の現地調査 

 

２．日時：令和５年 12月 11 日（月）８時 45分～15 時 30 分 

 

３．場所：東京電力ホールディングス株式会社 柏崎刈羽原子力発電所、ビジターズハ

ウス 

 

４．出席者 

原子力規制委員会 

山中委員長、伴委員 

原子力規制庁 

長官官房 東京電力柏崎刈羽原子力発電所追加検査チーム 

古金谷チーム長、熊谷チーム員 

長官官房総務課広報室 

中桐室長、羽賀室長補佐、大谷係員 

原子力規制部  

 金子統括監視指導官 

柏崎刈羽原子力規制事務所 

渡邉所長 他１名 

 

５．対応者 

 東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

稲垣所長、堀川セキュリティ管理部長 

他１４名 

 

６．要旨 

 ①ＣＡＰ会議及びＰＰ-ＣＡＰ会議の観察 

各部署の部長やＧＭ、原子炉主任技術者等が参加するＣＡＰ会議で、新規３件の

コンディションレポート（ＣＲ）や他事業所事案の水平展開についての議論の様子

を観察した。 

また、核物質防護管理者や原子炉主任技術者、セキュリティ管理部及び安全統括

部の管理職等が参加するＰＰ-ＣＡＰ会議で、不適合４件のＣＲについての議論の

様子を観察した。 

 

②防護本部及び出入管理所の観察 



防護本部では警報が発報した際の見張人による実際の状況確認や見張人同士の

情報共有の様子を観察した。また、出入管理所では確認作業の環境改善の状況を確

認したほか、見張人による人定確認や手荷物検査の様子を観察した。 

③協力会社との意見交換 

警備業務に関わる協力会社（３社）のそれぞれ実務担当者と対話し、東京電力の

改善措置が現場の警備業務にどのように影響しているかなどの意見交換を行った。 

④核物質防護モニタリング室との意見交換 

室長ほか同室員と対話し、同室の活動に対する現状認識と課題、今後の取組等に

ついて意見交換を行った。 

⑤発電所長、核物質防護管理者等との意見交換 

発電所長以下東京電力の社員７名と対話し、これまでの改善措置活動の総括やセ

ーフティ側への教訓の反映も踏まえた今後の取組について意見交換を行った。  


